
認知症施策推進大綱のKPI/目標における介護分野の課題

2021年（令和3年）4月
科学的介護情報システム
「ＬＩＦＥ」 （旧・CHASE・VISIT） 運用開始

LIFE関連加算の算定状況 （2021年10月審査分）

介護保健施設サービス 63.7％
介護福祉施設サービス 50.6％
通所リハビリテーション 42.6％
通所介護 33.7％
認知症対応型共同生活介護 28.5％

令和３年度介護報酬改定の効果検証及び調査研究に係る調査（令和３年度調査）
「（２）LIFE を活用した取組状況の把握および訪問系サービス・居宅介護支援事業所に
おけるLIFEの活用可能性の検証に関する調査研究事業」報告書より

介護保険総合データベースやCHASEにより
データを収集・分析し、科学的に自立支援や
認知症予防等の効果が裏付けられたサービ

スを国民に提示
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【LIFEのデータ入力は、業務時間内に対応できるか？】

対応するために時間外労働が必要
と回答した施設 68.1％

業務時間内で対応可能
と回答した施設 14.5％

老健施設における科学的介護情報システム（LIFE）対応状況

全老健 「科学的介護情報システム（LIFE）導入状況調査」
調査期間： 2021年7月1日（木）～年7月9日（金）
回答施設数： 1,486施設/3580施設（悉皆調査、回答率：41.5％）
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LIFEのユーザー登録ができない

利用者・家族の金銭的負担が大きい

LIFE加算算定のための人員配置が満たせない

加算に必要なデータの基準がわかりにくい

施設のネット環境(Wifit等）の整備が困難

LIFEを活用するイメージがわかない

介護記録ソフトの導入/入替資金の負担が重たい

介護ソフトからのデータ転送の負担が重たい

実地指導等への不安

LIFEの入力体制を整えるのが難しい

手入力でのデータ入力作業の負担が重たい

LIFEの活用において課題だと感じている点（複数回答）

項目が多すぎ！
評価が大変!!

介護ソフト買えないから
手入力で大変！

エラー多いし遅い。
使い勝手悪い！

加算算定や入力の
ルールがややこしい

そもそも
機械は苦手…

あんなフィードバック
じゃ使えない！
不毛な作業…



自施設・事業所：n=115, 全国：n=116787自施設・事業所：n=115, 全国：n=116787

直近と6か月前の両時点において「Vitality Index（意思疎通）」のデータが登録

されていた利用者を対象として、改善・維持・悪化の該当者の割合を表示してい

ます。

自施設・事業所：n=100, 全国：n=114471 自施設・事業所：n=100, 全国：n=114471

直近と6か月前の両時点において「DBD13（必須項目）」の全項目のデータが登

録されていた利用者を対象として、DBD13（必須項目）の合計点を表示していま

す。

直近と6か月前の両時点において「DBD13（必須項目）」の全項目のデータが登

録されていた利用者を対象として、合計点が維持または改善した利用者の割合を

表示しています。

直近と6か月前の両時点において「Vitality Index（意思疎通）」のデータが登録

されていた利用者を対象として、該当者の割合を表示しています。
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ＬＩＦＥのフィードバック（事業所票）

2022年5月、本格運用から丸1年後、ようやく「事業所フィードバック票」提供開始…

■日常生活自立度

自施設・事業所：n=117, 全国：n=118709 自施設・事業所：n=117, 全国：n=118619

直近と6か月前の両時点において「障害高齢者の日常生活自立度」「認知症高齢者の日常生活自立度」のデータが登録されていた利用者を対象として、各区分に該当す

る利用者の割合を表示しています。
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事業所フィードバック　科学的介護推進体制加算

認知症自立度
の分布

データが
非公開

集計方法は
ブラックボックス

データクリーニング
出来てない

そもそも、介入情報が
収集されていない

システムの業務委託先が交代、
諸課題山積だが今後ひとつずつ

改善していく予定とのこと…

同一人物でも
サービス種類が違うと
情報の連結ができない



● 認知症高齢者における適切な評価
・認知機能（残存能力）の指標の検討（認知症高齢者の尊厳・自立支援に資する内容）

⇒ LIFEにおける認知症の指標へ

• 認知機能に関するアセスメントは、見当識および

精神活動は「できるかどうか」で判断

– これは、見当識と精神活動は、普段日常ではあまり明
らかでない活動内容を調査しているため

• 一方コミュニケーションは、普段の周囲の人との対
応や言語活動の状態など、普段から「行っている
かどうか」で判断

• せん妄などにより、時間によって意識障害が変動
するような場合は、意識状態が良好な時間に基づ
いて判断

– 特記事項に意識状態の変化を記入

• 聴覚障害や、運動失語症などで、言葉は理解する
が、表現できない場合は、言葉以外の表出によっ
て判断

– 感覚失語などで、言葉を理解していない場合は、わか
らないと判断する。
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ＩＣＦステージングによる認知機能のアセスメント


